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１．研究計画の概要 
(1)「ロシア企業における人的資本形成と国
際比較」をテーマにした本研究は、ロシア高
等経済大学との国際共同研究で蓄積された
実証研究データを分析することで、実証研究
の精度を高めるとともに、企業の経営戦略の
変容と人的資本形成の動態を関連付けるこ
とで、企業システム・その組織と制度にかん
する理論的な含意を析出することを課題と
している。 
(2)平成 20年度には上記の実証研究と日本企
業との国際比較を行い、それを手掛かりにし
てロシア企業システムを特徴付け、比較経済
システムの理論研究にも貢献することを研
究計画の中軸にすえた。その際に、グローバ
リゼーションなど外的条件の変化に留意す
ること、現地での聞き取りと専門家との議論
を実施すること、国際学会・ワークショップ
に積極的に関与し、国際的な評価にたえるだ
けの実証研究に高めるとともに、共同研究の
枠組みを広げることに留意した。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)ロシア高等経済大学との共同研究成果の
公表は、平成 20 年 8 月に欧州比較経済学会
第 10 回国際大会で行った。本報告は日本企
業との国際比較を軸にしたもので、ロシア高
等経済大学の V.ラダエフ教授、L.コザルス教
授と共同セッションを組織した。本研究は
2007 年にロシア高等経済大学との共同研究
として実施した 303工業企業へのアンケート
調査に基づいてロシア企業の行動、とりわけ
ロシア企業における労働システム、雇用慣行、

昇進システム、スキル形成を明らかにするこ
とにより人的資本形成の動態を実証研究し
ている。そのうえで、日本の人的資本形成と
比較し、ロシアにおいて独自の人的資本形成
システムが温存されていることを論証し、制
度の持続的作用を論じている。 
(2)研究期間中、2008 年世界金融・経済危機
が深刻化するなかで、ロシア企業の行動にも
変化が観察され、それゆえ経済危機の動態、
危機がロシア経済に及ぼす影響を実証的に
分析することを本年度の研究課題に付け加
えた。本研究にかかわり 2008 年 11 月に現地
調査を行っている。本研究成果は研究論文の
形で公表すると同時に、平成 21 年 2 月に我
が国で初めて開催された欧州比較経済学会
アジアワークショップの「世界における経済
危機」のセッションで報告している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
(1)人的資本形成は企業システムを特徴づけ
ており、新興市場における人的資本形成は旧
社会主義経済システムの惰性を強く帯びた
ものであり、それが体制転換過程で編成され
た市場経済システム・企業システムに独自性
を浮かび上がらせている。研究期間初期にロ
シア企業のコーポレート・ガバナンス、ステ
ークホルダーに光をあてて実証研究すると
ともに、企業の社会経済環境に注目し、人的
資本形成そのものよりも企業組織とその環
境に光をあてた。その後、実証データと共同
研究の成熟に依拠して本年度までに人的資



本形成の在り方にかんする実証研究を完成
させた。経路依存的な労働システムおよびス
キル形成を析出し、ロシアに独自の制度が温
存されていることを明らかにしている。 
(2)実証研究、聞き取りなどの現地調査につ
いては、当初打ち合わせなどで手間取ったが
おおむね達成されて公表している。総じて、
人的資本形成を企業システムと関連付けて
分析するという点での達成水準は高い。 
(3)本研究は個人研究であるが、国際共同研
究として国際水準の研究成果を意識してい
る点についても、毎年国際学会で報告し、研
究成果を公国際誌等で公表していることで
計画はおおむね達成されている。 
  
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)人的資本形成にかんする企業の戦略を明
らかにするために、社会的責任経営、従業員
の経営参加の動態をさらに検討する。とくに、
組織的再編から人的資本形成に生じている
変化に注目する。 
(2)グローバル化、世界的な経済危機の中で
の企業システムの変動動態を明らかにする。
この研究は当初の課題から部分的に乖離す
るが、企業システムの持続性を考える上で避
けることができないと考えている。 
(3)これまでの研究成果を取りまとめる方向
で、ロシア企業システムと人的資本の形で図
書の形での刊行を目標とする。 
(4)研究公表方法においては、これまでと同
様に、国際的な共同研究を重視する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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